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次
で
有
罪
な
ら
出
馬
無
効
だ
が

長
い
距
離
を
航
行
し
て
い
た

事
も
語
っ
た
。

　

こ
の
事
故
で
は
乗
客
、
乗

組
員
合
せ
て
何
人
乗
っ
て
い

た
か
が
未
だ
に
不
明
だ
。
そ

の
た
め
、
２
４
日
夜
の
時
点

で
確
認
さ
れ
た
死
者
の
数
は

２
１
人
と
各
社
の
報
道
が
一

致
し
て
い
る
が
、
行
方
不
明

者
の
数
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ

る
。
２
５
日
朝
の
ニ
ュ
ー
ス

サ
イ
ト
は
、
パ
ラ
ー
州
政
府

は
、
船
に
は
５
２
人
が
乗
っ

て
い
て
、
死
者
２
１
人
、
救

助
２
７
人
、
行
方
不
明
４
人

の
線
で
捜
索
活
動
を
続
け
て

い
る
と
報
じ
た
。
ま
た
、
同

日
の
捜
索
活
動
で
、
新
た
に

２
人
（
８
歳
位
と
見
ら
れ
る

女
児
と
、
３
歳
位
と
見
ら
れ

る
男
児
）
の
死
体
が
発
見
さ

れ
、
死
者
２
３
人
、
行
方
不

明
者
２
人
に
変
更
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
２
４
日
の
朝
起
き

た
バ
イ
ー
ア
州
ト
ー
ド
ス
・

オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
湾
で
の
定

期
船
沈
没
事
故
は
、
２
５
日

　

２
３
日
、
南
大
河
州
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
の
連
邦
地
域
（
第
４
区
）
裁
判
所
（
Ｔ

Ｒ
Ｆ
４
）
に
、
今
年
７
月
に
パ
ラ
ナ
州
連
邦
裁
判
所
で
行
わ
れ
た
裁
判
に
対
す
る

ル
ー
ラ
元
大
統
領
の
控
訴
が
届
け
ら
れ
た
。
控
訴
到
着
は
異
例
と
も
言
え
る
速
さ

で
、
大
統
領
選
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、
裁
判
を
早
く
行
お
う
と
す
る
関
係
者
の

意
向
が
現
れ
て
い
る
。
２
５
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ
て
い
る
。

と
、
４
倍
以
上
の
時
間
を
要

し
た
。

　

ル
ー
ラ
氏
の
４
２
日
は
、

こ
れ
ま
で
最
も
早
か
っ
た
Ｕ

Ｔ
Ｃ
社
の
５
３
日
を
１
０
日

以
上
上
回
る
速
さ
だ
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
の
カ
ル
ロ
ス
・

ト
ン
プ
ソ
ン
・
フ
ロ
ー
レ
ス

長
官
は
、
大
統
領
１
審
直
後

に
、
大
統
領
選
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
、
で
き
る
限
り
早

く
第
２
審
を
行
い
た
い
と
の

意
向
を
語
っ
て
い
た
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
で
の
第
２
審
の

場
合
、
控
訴
が
行
わ
れ
る
ま

で
の
日
数
に
関
係
な
く
、
第

１
審
が
行
わ
れ
て
か
ら
約
１

年
後
に
結
審
に
い
た
る
の
が

普
通
だ
が
、
Ｌ
Ｊ
関
係
の
裁

判
で
は
、
結
審
ま
で
、
平
均

で
１
年
４
カ
月
か
か
っ
て
い

る
と
い
う
。
Ｌ
Ｊ
関
連
の
控

訴
審
は
、
３
１
件
中
、
約
半

数
が
結
審
に
至
っ
て
い
る
。

　

ル
ー
ラ
元
大
統
領
の
控
訴

審
が
Ｌ
Ｊ
の
平
均
通
り
、
１

年
４
カ
月
後
に
結
審
に
な
る

と
、
第
２
審
が
終
了
す
る
の

は
１
８
年
１
１
月
の
半
ば
と

な
る
。
来
年
の
大
統
領
選
の

　

議
会
で
は
政
治
改
革
を
審

議
中
だ
が
、
１
８
年
の
選
挙

に
向
け
、
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ

ト
な
ど
で
つ
い
た
汚
名
を
返

上
し
よ
う
と
ば
か
り
に
、
党

名
変
更
を
希
望
し
て
い
る
政

党
が
多
い
と
い
う
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
民
主
運
動
党
（
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
が
旧
名
で
も
あ
る

決
選
投
票
で
の
結
果
は
１
０

月
２
８
日
の
決
選
投
票
当
日

か
２
９
日
に
判
明
し
て
い
る

は
ず
な
の
で
、
そ
れ
で
は
間

に
合
わ
ず
、
当
選
者
は
１
９

年
１
月
の
着
任
を
待
つ
ば
か

り
と
な
る
。

　

フ
ィ
ッ
シ
ャ
・
リ
ン
パ
法

に
よ
る
と
、
刑
事
裁
判
で
は

第
２
審
で
有
罪
に
な
れ
ば
選

挙
に
は
出
馬
で
き
ず
、
当
選

し
て
も
無
効
と
な
る
。
よ
っ

て
、
こ
の
際
に
ル
ー
ラ
氏
が

大
統
領
に
当
選
し
た
場
合
、

選
挙
の
や
り
直
し
の
必
要
が

生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

　

Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
が
２
審
を
急
ぎ

た
い
と
し
て
い
る
の
は
こ
う

し
た
事
情
の
た
め
で
、
そ
の

た
め
、
同
裁
判
所
と
し
て
は

１
８
年
８
月
ま
で
に
第
２
審

控
訴
が
異
例
の
早
さ
で
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
へ

朝
の
段
階
で
、
乗
客
・
乗
員

合
せ
て
１
２
０
人
、
１
８
人

の
死
亡
が
確
認
さ
れ
、
８
９

人
救
出
、
１
３
人
が
依
然
行

方
不
明
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

２
４
日
午
前
６
時
半
の
出

港
時
、
沖
は
雨
が
強
く
、
波

も
高
か
っ
た
。
目
的
地
サ
ル

バ
ド
ー
ル
市
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

ま
で
は
４
０
分
の
行
程
だ
っ

た
が
、
出
港
直
後
に
２
度
、

強
い
波
の
直
撃
を
受
け
、
転

覆
し
た
と
い
う
。

　

現
地
で
は
２
５
日
朝
の
時

点
で
、
事
故
の
発
生
し
た
サ

ル
バ
ド
ー
ル
市
と
ヴ
ェ
ラ
・

ク
ル
ス
市
を
結
ぶ
定
期
船
だ

け
で
な
く
、
ト
ー
ド
ス
・
オ

ス
・
サ
ン
ト
ス
湾
周
遊
観
光

船
と
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
市
と

ル
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
氏
は
、

２
４
日
に
行
わ
れ
た
事
情
聴

取
で
、
船
に
正
確
に
何
人

乗
っ
て
い
た
か
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
と
供
述
し
た
。
海

軍
は
、
沈
没
し
た
船
が
提
出

し
た
文
書
に
は
、
２
人
し
か

乗
っ
て
い
な
い
と
記
録
さ
れ

て
い
た
事
も
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
ま
た
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ

氏
は
、
船
は
海
軍
の
許
可
を

得
た
ル
ー
ト
よ
り
も
ず
っ
と

　
【
既
報
関
連
】
パ
ラ
ー
州

で
２
２
日
夜
に
、
バ
イ
ー
ア

州
で
２
４
日
朝
に
連
続
で
発

生
し
た
、
ボ
ー
ト
、
定
期
船

の
沈
没
事
故
は
社
会
に
衝
撃

を
与
え
て
い
る
。

　

二
つ
の
事
故
の
被
害
者
の

救
助
、
捜
索
活
動
と
、
事
故

原
因
の
調
査
に
関
す
る
報

道
、
ま
た
、
過
去
１
０
年
で

同
様
の
事
故
が
多
発
し
て
い

る
現
状
を
２
５
日
付
伯
字
各

紙
が
報
じ
た
。

　

パ
ラ
ー
州
で
沈
没
し
た
船

の
所
有
者
、
ア
ル
シ
マ
ー

行
方
不
明
者
も
未
だ
に　

人

法
定
ア
マ
ゾ
ン
の
保
護
区
消
滅

１
０
年
で
１
千
人
以
上
の
死
者

モ
ー
ロ
・
デ
・
サ
ン
パ
ウ
ロ

市
を
結
ぶ
定
期
船
も
運
航
が

停
止
さ
れ
て
い
る
。
再
開
の

見
込
み
は
立
っ
て
い
な
い
。

　

保
健
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
伯
国
で
は
２
０
０
６

年
か
ら
１
５
年
ま
で
に
、

１
２
８
９
人
が
船
の
事
故
で

命
を
落
と
し
て
い
る
が
、
水

難
事
故
部
門
の
専
門
家
は
、

実
際
の
数
は
よ
り
多
い
は
ず

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
事
実
、

海
軍
の
デ
ー
タ
で
は
、
同
じ

期
間
の
死
者
は
２
３
１
６
人

だ
。

　

地
理
統
計
院
が
先
月
発
表

し
た
デ
ー
タ
で
は
、
伯
国
全

体
で
は
、
小
型
フ
ェ
リ
ー
や

ボ
ー
ト
な
ど
で
自
治
体
間
を

結
ぶ
航
路
便
が
１
週
間
に
の

べ
４
５
０
０
回
出
て
い
る
。

パ
ラ
ー
州
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

な
ど
の
伯
国
北
部
で
は
、
自

治
体
間
の
交
通
の
９
８
％
が

水
運
頼
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

ル
ー
ラ
氏
が
聖
州
グ
ア
ル

ジ
ャ
ー
の
高
級
三
層
住
宅
を

介
し
た
収
賄
容
疑
で
パ
ラ
ナ

州
連
邦
地
裁
の
セ
ル
ジ
オ
・

モ
ロ
判
事
か
ら
９
年
６
カ
月

の
実
刑
判
決
を
受
け
た
の
は

７
月
１
２
日
で
、
第
２
審
を

行
う
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
に
控
訴
す
る

の
に
要
し
た
日
数
は
４
２
日

だ
っ
た
。

　

４
２
日
と
い
う
数
字
は
、

こ
れ
ま
で
に
Ｔ
Ｒ
Ｆ
４
が

扱
っ
た
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト

作
戦
（
Ｌ
Ｊ
）
関
連
の
控
訴

の
中
で
、
最
も
短
い
。
Ｔ
Ｒ

Ｆ
４
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
Ｌ

Ｊ
関
係
の
控
訴
が
３
１
件
行

わ
れ
て
お
り
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
４
に

必
要
書
類
が
届
く
ま
で
の
日

数
の
平
均
は
９
６
日
だ
。
最

も
遅
か
っ
た
の
は
１
８
７
日

バイーア州の事故で、救助された女性
（Popular FM / O Bruto）

２３日のルーラ氏（Ricardo Stuckert）

開
催
日
次
第
で
揺
れ
る
大
統
領
選

を
終
え
た
い
と
し
て
い
る
。

こ
の
場
合
は
、
立
候
補
の
届

出
を
行
う
の
は
止
め
ら
れ
な

い
が
、
ル
ー
ラ
氏
が
有
罪
に

な
っ
た
場
合
も
、
労
働
者
党

（
Ｐ
Ｔ
）
か
ら
の
候
補
者
を

替
え
る
こ
と
は
可
能
だ
。

民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）、
進

歩
党（
Ｐ
Ｐ
）が「
進
歩
者
」、

全
国
環
境
党
（
Ｐ
Ｅ
Ｎ
）
が

「
愛
国
者
」、
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
が
「
変
革
」
も
し
く
は

「
民
主
前
線
（
Ｆ
Ｄ
）」
な
ど

に
替
え
た
が
っ
て
い
る
と
い

い
、
と
り
わ
け
「
政
党
」
を

意
味
す
る
「
Ｐ
（
パ
ル
チ
ー

ド
）」
を
取
り
た
が
っ
て
い

る
と
い
う
。
有
権
者
に
と
っ

て
み
れ
ば
、
政
党
の
名
前
よ

り
も
変
革
の
中
身
の
方
が
大

切
な
気
も
す
る
が
、
改
名
は

果
た
し
て
う
ま
く
い
く
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
聖
州

で
は
、
夫
が
妻
を
殺
害
す

る
事
件
が
相
次
い
で
い
る

が
、
２
３
日
に
も
マ
ウ
ア
ー

市
で
、
２
６
歳
の
夫
が
、
１

歳
に
な
る
娘
の
目
の
前
で
、

２
０
歳
の
妻
の
頭
を
銃
で

撃
っ
て
死
亡
さ
せ
る
事
件
が

起
き
た
。
こ
れ
で
２
０
〜

２
３
日
の
４
日
間
だ
け
で
、

６
人
も
の
妻
が
夫
に
殺
さ
れ

た
こ
と
に
な
る
。
最
近
に

な
っ
て
こ
う
し
た
事
件
が
注

目
を
浴
び
や
す
く
な
っ
た
の

は
確
か
だ
が
、
こ
う
し
た
犯

罪
の
数
そ
の
も
の
が
増
え
て

い
る
こ
と
も
確
か
な
よ
う
だ

だ
。「
マ
シ
ズ
モ
（
男
性
優

位
主
義
）」
の
問
題
解
消
の

た
め
に
も
、
何
と
か
し
た
い

問
題
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

こ
の
週
末
は
サ
ッ
カ
ー
の

全
国
選
手
権
第
２
２
節
が
行

わ
れ
る
。
聖
市
民
に
は
、
ア

リ
ア
ン
ツ
・
パ
ル
ケ
で
行
わ

れ
る
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
対
サ
ン

パ
ウ
ロ
が
注
目
だ
。
２
部
降

格
圏
の
１
７
位
に
沈
む
サ
ン

パ
ウ
ロ
と
し
て
は
、
ラ
イ
バ

ル
に
勝
っ
て
勢
い
を
つ
け
た

い
。
優
勝
候
補
筆
頭
の
前
評

判
に
も
関
わ
ら
ず
、
調
子
の

上
が
ら
な
い
パ
ル
メ
イ
ラ
ス

フ
ァ
ン
に
は
、
結
果
に
関
わ

り
な
く
自
制
を
求
め
た
い
。

　

リ
オ
市
で
２
４
日
、
最
高

裁
の
ジ
ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ

ス
判
事
が
リ
オ
地
裁
の
判
断

を
覆
し
、
企
業
家
の
容
疑
者

を
釈
放
し
た
こ
と
に
関
す
る

抗
議
活
動
が
、
芸
能
人
や
政

治
家
が
手
を
組
む
形
で
行
わ

れ
た
。
２
５
日
付
伯
字
紙
が

報
じ
て
い
る
。

　

こ
と
の
発
端
は
、
リ
オ
地

裁
で
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
作

戦
を
管
轄
す
る
マ
ル
セ
ロ
・

ブ
レ
タ
ス
判
事
が
、
リ
オ
で

は
「
バ
ス
王
」
と
も
呼
ば
れ

る
企
業
家
の
ジ
ャ
コ
ブ
・
バ

ラ
ッ
タ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
容
疑

者
と
、
リ
オ
州
乗
客
輸
送

企
業
連
盟
（
フ
ェ
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ル
）
元
会
長
の
レ
ー
リ

ス
・
テ
イ
シ
ェ
イ
ラ
容
疑
者

ら
を
逮
捕
さ
せ
た
の
に
、
メ

ン
デ
ス
判
事
が
人
身
保
護
令

の
適
用
を
決
め
た
こ
と
だ
。

　

バ
ラ
ッ
タ
容
疑
者
に
は
即

座
に
別
件
で
逮
捕
令
状
が
出

た
が
、
同
判
事
は
再
び
人
身

保
護
令
を
適
用
し
た
。
同
容

疑
者
の
娘
は
メ
ン
デ
ス
判
事

の
甥
と
結
婚
し
て
お
り
、
同

判
事
は
結
婚
式
で
も
結
婚
親

を
務
め
て
い
た
。

　

メ
ン
デ
ス
判
事
は
４
月
に

も
、
エ
イ
ケ
・
バ
チ
ス
タ
氏

に
人
身
保
護
令
を
適
用
し
、

物
議
を
か
も
し
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
２
４
日
、
リ

オ
の
ラ
ヴ
ァ
・
ジ
ャ
ッ
ト
担

当
検
察
官
や
連
邦
裁
判
事
、

政
治
家
、
芸
能
人
ら
が
参
加

し
、
メ
ン
デ
ス
判
事
に
抗
議

し
、
ブ
レ
タ
ス
判
事
の
判
決

を
尊
重
す
る
よ
う
訴
え
る
抗

議
運
動
が
行
わ
れ
た
。

　

政
治
家
は
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
や
社

会
自
由
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
と

い
っ
た
急
進
左
派
が
中
心

で
、
ラ
ン
ド
ウ
フ
ェ
・
ロ
ド

リ
ゲ
ス
上
議
（
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
）

や
、
昨
年
リ
オ
市
長
選
次
点

の
マ
ル
セ
ロ
・
フ
レ
イ
シ
ョ

氏
ら
が
姿
を
見
せ
た
。

　

芸
能
人
は
、
大
御
所
歌
手

の
カ
エ
タ
ー
ノ
・
ヴ
ェ
ロ
ー

ゾ
や
俳
優
の
マ
ル
セ
ロ
・
セ

ラ
ー
ド
ら
が
参
加
。
他
に
も

市
民
団
体
の
「
ヴ
ェ
ン
・
プ

ラ
・
ル
ア
」
や
「
ミ
ジ
ア
・

ニ
ン
ジ
ャ
」な
ど
も
参
加
し
、

「
ブ
レ
タ
ス
、
リ
オ
は
味
方

だ
」
と
書
い
た
ボ
ー
ド
な
ど

を
手
に
抗
議
し
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
が
２
１
日

に
出
し
、
２
３
日
付
官
報
に

掲
載
さ
れ
た
大
統
領
令
に
よ

り
、
ア
マ
パ
ー
州
南
部
か
ら

パ
ラ
ー
州
に
か
け
て
の
銅
・

関
連
品
国
立
保
護
区
（
Ｒ
ｅ

ｎ
ｃ
ａ
）
の
開
発
が
許
可
さ

れ
、
批
判
の
声
が
出
て
い
る

２
４
、２
５
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

Ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ａ
は
銅
や

金
、
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
そ
の

他
の
鉱
物
資
源
が
豊
富
で
、

１
９
８
０
年
代
の
銅
鉱
脈
発

見
と
同
時
に
軍
が
開
発
計
画

を
立
て
た
が
、
１
９
８
４
年

２
月
２
４
日
に
ジ
ョ
ア
ン
・

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
大
統
領
（
当

時
）が
保
護
区
に
制
定
し
た
。

　

同
保
護
区
は
エ
ス
ピ
リ

ト
サ
ン
ト
州
と
ほ
ぼ
同
じ

２
３
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
有

し
、
域
内
に
は
二
つ
の
先
住

民
保
護
区
も
あ
る
。
ま
た
、

動
植
物
の
生
態
系
保
護
や
水

資
源
保
護
の
意
味
で
も
大
切

な
地
域
の
一
つ
だ
が
、
そ
の

保
護
区
指
定
が
解
除
さ
れ
、

民
間
企
業
に
よ
る
鉱
物
資
源

採
掘
が
許
可
さ
れ
た
。
大
統

領
令
で
は
、「
保
護
区
の
指

定
解
除
は
、
植
生
や
自
然
形

態
の
保
護
、
先
住
民
居
住
区

や
州
境
の
森
林
地
区
保
全
の

た
め
の
法
の
適
用
を
妨
げ
は

し
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

鉱
山
動
力
省
鉱
産
局
（
Ｄ

Ｎ
Ｐ
Ｍ
）
は
「
政
府
が
鉱
物

資
源
の
開
発
に
目
を
向
け
て

く
れ
た
」
と
同
令
を
歓
迎
し

た
が
、
非
政
府
団
体
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
の
Ｗ
Ｗ
Ｆ
―
ブ
ラ
ジ
ル

は
、
同
大
統
領
令
は
域
内
の

環
境
や
住
民
に
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
損
失
を
与
え
る
と

警
告
し
て
い
る
。

　

同
保
護
区
内
で
の
鉱
物
資

源
採
掘
は
、
同
地
域
の
保
護

区
指
定
前
か
ら
問
題
視
さ
れ

て
お
り
、
２
０
１
０
年
現
在

の
係
争
数
は
２
５
０
件
。
そ

の
２
０
％
は
、
保
護
区
指
定

前
か
ら
の
も
の
だ
。

　

環
境
問
題
へ
の
関
心
度
が

高
い
政
党
、
Ｒ
ｅ
ｄ
ｅ
所
属

の
ラ
ン
ド
ウ
フ
ェ
・
ロ
ド
リ

ゲ
ス
上
議
は
、
大
統
領
令
の

官
報
掲
載
直
後
に
、
同
令
差

し
止
め
を
求
め
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
提
出
し
た
。
同
上
議

は
、
同
保
護
区
に
は
先
住
民

居
住
区
も
あ
り
、
鉱
物
資
源

採
掘
や
水
資
源
の
利
用
、
鉱

物
資
源
調
査
な
ど
は
議
会
が

承
認
す
べ
き
事
で
、
大
統
領

令
は
違
憲
だ
と
い
う
。

　

同
件
は
国
内
外
の
環
境
運

動
家
に
も
衝
撃
を
与
え
、
世

界
的
モ
デ
ル
で
環
境
保
護
に

も
積
極
的
な
ジ
ゼ
リ
・
ブ
ン

チ
ェ
ン
、
歌
手
の
イ
ヴ
ェ
ッ

テ
・
サ
ン
ガ
ロ
な
ど
も
抗
議

の
声
を
上
げ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
連
邦
検
察

が
６
月
に
Ｊ
＆
Ｆ
イ
ン
ヴ
ェ

ス
チ
メ
ン
ト
ス
（
Ｊ
＆
Ｆ
）

社
と
結
ん
だ
企
業
版
報
奨
付

供
述
（
レ
ニ
エ
ン
シ
ア
）
の

合
意
内
容
を
、
連
邦
検
察
庁

の
汚
職
撲
滅
審
議
会
が
２
４

日
に
承
認
し
た
と
、
同
日
付

伯
字
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　
Ｊ
＆
Ｆ
は
、
食
肉
大
手
Ｊ

Ｂ
Ｓ
社
を
保
有
し
て
お
り
、

５
月
の
Ｊ
Ｂ
Ｓ
シ
ョッ
ク
を
引

き
起
こ
し
た
、ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
、

ウ
エ
ズ
レ
イ
の
バ
チ
ス
タ
兄
弟

が
社
主
を
務
め
て
い
る
。

　

６
月
５
日
に
結
ば
れ
て
い

た
合
意
内
容
に
よ
る
と
、
Ｊ

＆
Ｆ
が
支
払
う
金
額
は
、

罰
金
、
賠
償
金
を
合
せ
て

１
０
３
億
レ
ア
ル
で
、
そ
の

内
８
０
億
レ
ア
ル
は
、
Ｊ
＆

Ｆ
所
有
会
社
の
行
っ
た
犯
罪

行
為
で
損
害
を
受
け
た
公
共

機
関
に
補
償
金
と
し
て
渡
り
、

残
り
の
２
３
億
レ
ア
ル
は
社

会
奉
仕
活
動
の
形
で
支
払
わ

れ
る
予
定
だ
。

　

支
払
い
は
２
５
年
の
分

割
払
い
で
、
イ
ン
フ
レ
調
整

も
行
わ
れ
る
た
め
、
実
質

的
に
支
払
わ
れ
る
金
額
は

２
０
０
億
レ
を
超
え
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　

Ｊ
＆
Ｆ
は
、
ミ
シ
ェ
ル
・

テ
メ
ル
大
統
領
も
含
む
政
治

家
や
公
務
員
（
公
社
職
員
を

含
む
）
へ
の
贈
賄
計
画
を
、

検
察
側
に
暴
露
し
た
。
検
察

は
そ
れ
を
基
に
、
汚
職
疑
惑

で
同
大
統
領
に
対
す
る
告
発

を
行
お
う
と
し
た
が
、
現
職

大
統
領
へ
の
捜
査
開
始
の
是

非
を
問
う
、
下
院
で
の
投
票

の
結
果
、
捜
査
要
請
は
棄
却

さ
れ
た
。

　

ロ
ド
リ
ゴ
・
ジ
ャ
ノ
ー
連

邦
検
察
庁
長
官
は
９
月
１
７

日
で
任
期
が
切
れ
る
が
、
大

統
領
に
対
す
る
、
司
法
妨
害

で
の
再
告
発
を
諦
め
て
い
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

汚
職
撲
滅
審
議
会
で
同
件

の
報
告
官
を
つ
と
め
た
モ
ニ

カ
・
ニ
シ
ダ
・
ガ
ル
シ
ア
検

察
副
長
官
は
、
Ｊ
＆
Ｆ
は
新

し
い
情
報
を
具
体
的
証
拠
と

共
に
提
出
し
て
お
り
、
刑
事

的
に
も
、
民
事
的
に
も
、
企

業
経
営
の
面
や
、
選
挙
活
動

で
の
違
法
行
為
の
裏
づ
け
と

な
る
証
拠
を
固
め
る
助
け
に

な
る
と
し
て
い
る
。

第２審に向け急ピッチか

最
高
裁
メ
ン
デ
ス
判
事
に
抗
議

左
派
政
治
家
や
芸
能
人
が
団
結

連
邦
政
府
の
鉱
物
採
掘
許
可
で

ルーラ
裁判

海難事故続報

死
亡
者
の
総
数
は
　 

人
に

（２）２０１７年 第４８２６号 ８月 ２６日 （土曜日）

リ オ

レ
ニ
エ
ン
シ
ア
承
認
さ
れ
る

１
０
３
億
レ
の
罰
金
を　

年
分
割
で

Ｊ ＆ Ｆ

15

41

25



　

大お
お

阪さ
か

に
住す

む
友ゆ

う

人じ
ん

か
ら
、
こ
ん
な
メ
ー
ル
を
貰も

ら
っ
た
。

　
４
月が

つ

１
１
日に

ち

の
日に

ち

曜よ
う

日び

は
、
車

く
る
ま

椅い

子す

の
母は

は

を
連つ

れ
て
、
造ぞ

う

幣へ
い

局き
ょ
くの
通と

お

り
抜ぬ

け
に
桜さ

く
ら
を
見み

に
行い

き
ま
し
た
。
久ひ

さ

し
ぶ
り
に

晴は

れ
た
た
め
も
あ
っ
て
か
、
駅え

き

か
ら
造ぞ

う

幣へ
い

局き
ょ
くの
入い

り
口ぐ

ち

ま
で

１
５
分ふ

ん

ほ
ど
の
道み

ち

の
り
が
ず
っ
と
人ひ

と

で
一い

っ

杯ぱ
い

で
し
た
。
数す

う

万ま
ん

人に
ん

規き

模ぼ

の
人ひ

と

出で

だ
っ
た
と
思お

も

い
ま
す
。
こ
ん
な
人ひ

と

混ご

み
で
は
、
母は

は

が
車

く
る
ま

椅い

子す

か
ら
見み

上あ

げ
て
も
人ひ

と

の
背せ

中な
か

ば
か
り
で
、
桜さ

く
ら
を
見み

ら
れ
な
い
の
で
は
、
と
心し

ん

配ぱ
い

に
な
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

造ぞ
う

幣へ
い

局き
ょ
くの
通と

お

り
抜ぬ

け
は
５
０
０
ｍ
ほ
ど
の
通つ

う

路ろ

の
両

り
ょ
う

側が
わ

に
、
様さ

ま

々ざ
ま

な
桜さ

く
ら
が
見み

事ご
と

に
咲さ

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
数か

ず

、
約や

く

３
５
０
本ぽ

ん

、
１
３
０
種し

ゅ

類る
い

と
い
い
ま
す
。
花は

な

び
ら
も
小ち

い

さ
い

淡あ
わ

い
薄う

す

桃も
も

色い
ろ

か
ら
、
野や

球き
ゅ
うの
ボ
ー
ル
大だ

い

で
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る

濃こ

い
ピ
ン
ク
の
も
の
ま
で
実じ

つ

に
様さ

ま

々ざ
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
松

し
ょ
う

月げ
つ

」

「
大お

お

手て

毬ま
り

」
な
ど
の
名な

前ま
え

が
つ
い
て
お
り
、
各か

く

地ち

で
盛さ

か

ん
に
交こ

う

配は
い

や
品ひ

ん

種し
ゅ

改か
い

良り
ょ
うが
行お

こ
なわ
れ
て
き
た
様よ

う

子す

を
窺う

か
がわ
せ
ま
す
。

　
満ま

ん

開か
い

の
花は

な

を
つ
け
た
枝え

だ

が
低ひ

く

く
垂た

れ
て
、
そ
の
下し

た

を
通と

お

る
と

き
に
は
、
車

く
る
ま

椅い

子す

の
母は

は

ま
で
枝え

だ

を
か
き
わ
け
て
進す

す

ん
だ
ほ
ど

で
す
。
あ
ち
こ
ち
で
満ま

ん

開か
い

の
桜さ

く
ら
を
人ひ

と

々び
と

が
取と

り
囲か

こ

ん
で
、
写し

ゃ

真し
ん

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
桜さ

く
らが
好す

き
な

の
で
し
ょ
う
。
私わ

た
しは
欧お

う

州し
ゅ
うや
ア
メ
リ
カ
に
住す

ん
だ
事こ

と

が
あ
り
ま

す
が
、
一い

っ

種し
ゅ

類る
い

の
花は

な

が
咲さ

い
た
事こ

と

で
、
国く

に

中じ
ゅ
うが
こ
ん
な
に
大お

お

騒さ
わ

ぎ
す
る
よ
う
な
光こ

う

景け
い

は
見み

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

久ひ
さ

し
ぶ
り
に
桜さ

く
ら
を
堪た

ん

能の
う

し
た
母は

は

も
元げ

ん

気き

が
出で

た
の
で
し
ょ

う
。
見み

事ご
と

な
桜さ

く
らの
木き

の
周ま

わ

り
で
、
し
ば
し
の
間あ

い
だで
す
が
、
し
っ

か
り
し
た
足あ

し

取ど

り
で
一ひ

と

人り

で
歩あ

る

き
ま
し
た
。

　

日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
桜さ

く
ら
に
対た

い

し
て
格か

く

別べ
つ

の
愛あ

い

情じ
ょ
うを
持も

っ
て
い
る
よ
う

桜さ
く
ら

の
花は

な

と
「
や
ま
と
心ご

こ
ろ

」

２０１７年
ねん

4月
がつ

19日
にち

版
ばん

だ
。

　

桜さ
く
ら
は
、
古こ

来ら
い

か
ら
様さ

ま

々ざ
ま

な
名め

い

歌か

に
詠よ

ま
れ
、
民み

ん

衆し
ゅ
うの
間あ

い
だで

愛あ
い

唱し
ょ
うさ
れ
て
き
た
。

　
世よ

の

中な
か

に
た
え
て
桜さ

く
らの
な
か
り
せ
ば
春は

る

の
こ
こ
ろ
は
の
ど
け
か

ら
ま
し
（
在あ

り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

、
８
２
５
―
８
８
０
年ね

ん

）

　
「
世よ

の
中な

か

に
桜さ

く
ら
な
ど
な
け
れ
ば
、
春は

る

は
心こ

こ
ろの
ど
か
に
過す

ご
せ

る
だ
ろ
う
に
」
と
い
う
反は

ん

語ご

的て
き

な
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
、
桜さ

く
らの
こ
と
で
落お

ち

着つ

か
な
い
心

こ
こ
ろ

持も

ち
を
現あ

ら
わし
て
い
る
。

　

造ぞ
う

幣へ
い

局き
ょ
くの
通と

お

り
抜ぬ

け
も
開か

い

催さ
い

期き

間か
ん

は
わ
ず
か
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

、
そ

れ
も
満ま

ん

開か
い

の
時じ

期き

を
選え

ら

ぶ
た
め
に
直

ち
ょ
く

前ぜ
ん

に
な
る
ま
で
決き

ま
ら
な

い
。「
次つ

ぎ

の
日に

ち

曜よ
う

日び

な
ら
行い

け
る
が
、
天て

ん

気き

は
ど
う
だ
ろ
う
か
」

な
ど
と
、
や
き
も
き
す
る
心

こ
こ
ろ

持も

ち
は
平へ

い

安あ
ん

時じ

代だ
い

も
同お

な

じ
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
久ひ

さ

か
た
の
ひ
か
り
の
ど
け
き
春は

る

の
日ひ

に
し
づ
心こ

こ
ろな
く
花は

な

の
ち

る
ら
む
（
紀き

の

友と
も

則の
り

、
８
５
０
―
９
０
４
年ね

ん

）

　

陽ひ

が
の
ど
か
に
射さ

し
て
い
る
春は

る

の
日ひ

に
桜さ

く
ら
が
咲さ

い
て
い
る
美

う
つ
く

し
い
光こ

う

景け
い

が
目め

に
浮う

か
ぶ
が
、そ
の
桜さ

く
らの
花は

な

は
「
し
づ
心こ

こ
ろな
く
」

散ち

っ
て
い
く
。「
し
づ
心こ

こ
ろ
」
は
「
静し

ず

心こ
こ
ろ」
で
「
静し

ず

か
に
落お

ち
着つ

い
た
心こ

こ
ろ
」
を
意い

味み

す
る
そ
う
だ
。
自じ

分ぶ
ん

は
、
の
ん
び
り
と
静し

ず

か
に
桜さ

く
らを
見み

て
い
た
い
の
に
、
そ
ん
な
気き

持も

ち
も
理り

解か
い

せ
ず
に
、

桜さ
く
らの
方ほ

う

は
な
ぜ
散ち

り
急い

そ

い
で
い
く
の
か
、
と
い
う
口く

ち

惜お

し
い
心

こ
こ
ろ

持も

ち
を
詠よ

ん
で
い
る
。

　
の
ど
か
な
春は

る

の
日ひ

に
咲さ

き
、
し
か
し
あ
っ
と
い
う
間ま

に
散ち

っ

て
し
ま
う
桜さ

く
らは
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

に
と
っ
て
人に

ん

間げ
ん

の
生せ

い

と
死し

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで

あ
っ
た
。

　
ね
が
わ
く
は
花は

な

の
下し

た

に
て
春は

る

死し

な
む
そ
の
き
さ
ら
ぎ
の
望も

ち

月づ
き

の
こ
ろ

３
．
桜さ

く
ら

と
武ぶ

士し

道ど
う

　

平へ
い

安あ
ん

末ま
っ

期き

か
ら
鎌か

ま

倉く
ら

初し
ょ

期き

に
生い

き
た
西さ

い

行ぎ
ょ
う

法ほ
う

師し

（
１
１
１
８
―
１
１
９
０
年ね

ん

）
の
有ゆ

う

名め
い

な
歌う

た

で
あ
る
。「
願ね

が

わ

く
ば
桜さ

く
らの
下し

た

で
春は

る

に
死し

に
た
い
も
の
だ
。
釈し

ゃ

迦か

が
入

に
ゅ
う

滅め
つ

し
た
、

旧き
ゅ
う

暦れ
き

二に

月が
つ

十じ
ゅ
う

五ご

日に
ち

の
満ま

ん

月げ
つ

の
頃こ

ろ

に
」
と
い
う
意い

味み

で
あ
る
。

　

西さ
い

行ぎ
ょ
う

法ほ
う

師し

は
桜さ

く
ら
を
愛あ

い

し
、
約や

く

２
３
０
首し

ゅ

も
の
桜さ

く
ら
を
詠う

た

っ
た

歌う
た

を
詠よ

ん
で
い
る
。
そ
の
桜さ

く
らの
下し

た

で
死し

に
た
い
、
と
い
う
望の

ぞ

み

を
果は

た
す
か
の
よ
う
に
、
実じ

っ

際さ
い

に
２
月が

つ

１
６
日に

ち

に
亡な

く
な
り
、

世よ

の
人ひ

と

々び
と

は
そ
の
不ふ

思し

議ぎ

に
驚お

ど
ろい
た
。
そ
し
て
西さ

い

行ぎ
ょ
う

法ほ
う

師し

を

弔と
む
らう
べ
く
、
墓は

か

の
周

し
ゅ
う

囲い

に
桜さ

く
ら
を
植う

え
、
山や

ま

全ぜ
ん

体た
い

を
１
５
０
０

本ぽ
ん

も
の
桜さ

く
らで
覆お

お
っ
た
。

　

桜さ
く
らの
咲さ

く
前ま

え

か
ら
、
今い

ま

か
今い

ま

か
と
心

こ
こ
ろ

待ま

ち
に
し
、
天て

ん

気き

は

ど
う
か
と
や
き
も
き
し
、
咲さ

い
て
は
喜よ

ろ
こ
び
、
散ち

っ
て
は
惜お

し
む
。

さ
ら
に
は
桜さ

く
らの
木き

の
下し

た

で
死し

に
た
い
と
ま
で
願ね

が

う
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は

昔む
か
しか
ら
桜さ

く
らの
花は

な

と
と
も
に
生い

き
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

武ぶ

士し

の
世よ

に
な
っ
て
、
咲さ

い
て
は
す
ぐ
に
散ち

る
桜さ

く
らは
、
現げ

ん

世せ

に
執

し
ゅ
う

着ち
ゃ
くせ
ず
、
義ぎ

の
た
め
に
命い

の
ちを
捧さ

さ

げ
る
武ぶ

士し

の
生い

き
方か

た

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うと
さ
れ
た
。「
花は

な

は
桜

さ
く
ら

木ぎ

、
人ひ

と

は
武ぶ

士し

」
と
は
、
こ
の
理り

想そ
う

を
謳う

た
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
思お

も

い
起お

こ
さ
れ
る
の
は
、
ア
メ
リ
カ
映え

い

画が

『
ラ
ス
ト・

サ
ム
ラ
イ
』
の
結け

つ

末ま
つ

シ
ー
ン
で
あ
る
。
渡わ

た

辺な
べ

謙け
ん

扮ふ
ん

す
る
『
勝か

つ

元も
と

』（
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

を
思お

も

わ
せ
る
大た

い

将し
ょ
う）
が
戦た

た
かい
に
負ま

け
、
切せ

っ

腹ぷ
く

す
る
際さ

い

に
頭ず

上じ
ょ
うか
ら
舞ま

っ
て
く
る
桜さ

く
らの
花は

な

び
ら
を
見み

て
、『
ｐ

ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ
！　
ｉ
ｔ
ｓ　
ａ
ｌ
ｌ　
ｐ
ｅ
ｒ
ｆ
ｅ
ｃ
ｔ

（
見み

事ご
と

だ
）』
と
も
ら
す
。
勝か

っ
た
官か

ん

軍ぐ
ん

側が
わ

は
み
な
、
勝か

つ

元も
と

の

切せ
っ

腹ぷ
く

に
、
ひ
ざ
ま
づ
き
、
ひ
れ
伏ふ

す
。
日に

本ほ
ん

の
武ぶ

士し

道ど
う

に
対た

い

す

る
深ふ

か

い
敬け

い

意い

の
籠こ

も
っ
た
シ
ー
ン
で
あ
る
。

　
『
ラ
ス
ト
・
サ
ム
ラ
イ
』
の
原げ

ん

作さ
く

者し
ゃ

は
、
お
そ
ら
く
英え

い

語ご

で

武ぶ

士し

道ど
う

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
て
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
新に

渡と

戸べ

稲い
な

造ぞ
う

の

『
Ｂ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ｏ
』
を
読よ

ん
で
い
た
だ
ろ
う
。『
Ｂ
ｕ
ｓ
ｈ

ｉ
ｄ
ｏ
』
の
原げ

ん

著ち
ょ

で
は
、緑

み
ど
り

色い
ろ

の
表

ひ
ょ
う

紙し

に
タ
イ
ト
ル
と
と
も
に
、

次つ
ぎ

の
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

の
歌う

た

が
朱し

ゅ

色い
ろ

に
刻き

ざ

ま
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
し
き
し
ま
の
や
ま
と
ご
こ
ろ
を
人ひ

と

と
は
ば
朝あ

さ

日ひ

に
に
ほ
う
山や

ま

ざ
く
ら
ば
な

　

そ
し
て
、
著ち

ょ

者し
ゃ

は
本ほ

ん

文ぶ
ん

の
冒ぼ

う

頭と
う

で
「
武ぶ

士し

道ど
う

と
は
、
日に

本ほ
ん

の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うで
あ
る
桜お

う

花か

に
ま
さ
る
と
も
劣お

と

ら
な
い
い
、
日に

本ほ
ん

固こ

有ゆ
う

１
．「
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
な
ぜ
、

         

こ
ん
な
に
桜さ

く
ら

が

         

好す

き
な
の
で
し
ょ
う
」

の
華は

な

で
あ
る
」
と
述の

べ
て
い
る
。
こ
の
歌う

た

の
「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」、

す
な
わ
ち
大や

和ま
と

魂だ
ま
し
いこ
そ
、
武ぶ

士し

の
精せ

い

神し
ん

で
あ
り
、
そ
の
大や

和ま
と

魂だ
ま
し
いは
桜さ

く
ら
に
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うさ
れ
る
と
考か

ん
が
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
日に

本ほ
ん

の

国こ
っ

花か

が
桜さ

く
らに
な
っ
た
の
も
、
こ
の
宣の

り

長な
が

の
歌う

た

に
基も

と

づ
く
と
伝つ

た

え

ら
れ
て
い
る
。［
１
］

　

武ぶ

士し

道ど
う

を
記し

る

し
た
古こ

典て
ん

、
山や

ま

本も
と

常つ
ね

朝と
も

の
『
葉は

隠が
く

れ
』
に
は

「
武ぶ

士し

道ど
う

と
は
死し

ぬ
こ
と
と
見み

つ
け
た
り
」
と
い
う
有ゆ

う

名め
い

な
一い

っ

句く

が
あ
る
。
主し

ゅ

君く
ん

の
た
め
に
は
い
つ
で
も
生せ

い

命め
い

を
投な

げ
出だ

す
の

が
武ぶ

士し

道ど
う

で
あ
り
、
桜さ

く
らの
潔

い
さ
ぎ
よく
散ち

る
様さ

ま

こ
そ
、
そ
の
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うだ

と
見み

な
さ
れ
た
。

　
し
か
し
宣の

り

長な
が

の
歌う

た

に
は
武ぶ

士し

道ど
う

に
つ
な
が
る
よ
う
な
意い

味み

が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

宣の
り

長な
が

は
「
漢か

ら

心ご
こ
ろ」
を
清き

よ

く
除の

ぞ

い
て
、
人に

ん

間げ
ん

の
生う

ま
れ
な
が

ら
の
真ま

心ご
こ
ろこ
そ
、
人ひ

と

の
生い

き
る
道み

ち

と
し
た
。
そ
の
「
真ま

心ご
こ
ろ」
と

は
何な

に

か
、『
玉た

ま

勝か
つ

間ま

』
で
こ
う
説と

い
て
い
る
。

　

う
ま
き
物も

の

く
わ
ま
ほ
し
く
、
よ
き
家い

え

に
す
ま
ま
ほ
し
く
、

た
か
ら
え
ま
ほ
し
く
、
人ひ

と

に
た
ふ
と
ま
れ
ほ
し
く
、
い
の
ち
な

が
か
ら
ま
ほ
し
く
す
る
は
、
み
な
人ひ

と

の
真ま

心ご
こ
ろ

也な
り

。

　
（
旨う

ま

い
も
の
を
食た

べ
た
い
、
よ
い
家い

え

に
住す

み
た
い
、
財ざ

い

産さ
ん

を

得え

た
い
、
人ひ

と

に
は
尊そ

ん

敬け
い

さ
れ
た
い
、
長な

が

生い

き
し
た
い
と
す
る
の

は
、
み
な
人ひ

と

の
真ま

心ご
こ
ろで
あ
る
）

　
然し

か

る
に
こ
れ
を
皆み

な

よ
か
ら
ぬ
事こ

と

に
し
、
ね
が
は
ざ
る
を
い
み

じ
き
こ
と
に
し
て
、
す
べ
て
ほ
し
が
ら
ず
、
ね
が
は
ぬ
か
ほ
を

す
る
も
の
の
、
よ
に
お
ほ
か
る
は
、
例れ

い

の
う
る
さ
き
い
つ
は
り

な
り
。

　
（
し
か
る
に
、
こ
れ
ら
皆み

な

よ
く
な
い
事こ

と

と
し
て
、
願ね

が
っ
た
り

し
な
い
こ
と
が
大だ

い

事じ

だ
と
し
て
、
す
べ
て
欲ほ

し
が
ら
ず
、
願ね

が

わ

な
い
顔か

お

を
す
る
者も

の

が
世よ

に
多お

お

い
の
は
、
例れ

い

の
う
る
さ
い
偽い

つ
わり
で

あ
る
）［
２
，
ｐ
１
６
８
］

　
「
例れ

い

の
う
る
さ
き
い
つ
は
り
」
と
は
儒じ

ゅ

教き
ょ
うの
道ど

う

徳と
く

論ろ
ん

の
こ
と

で
、
人に

ん

間げ
ん

の
素す

直な
お

な
心こ

こ
ろ
を
偽

い
つ
わ

っ
た
中

ち
ゅ
う

国ご
く

風ふ
う

の
「
漢か

ら

心ご
こ
ろ」
だ
と

言い

う
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
続つ

づ

け
て
、
月げ

っ

花か

を
見み

て
は
「
あ
は
れ
」
と
愛め

で
な
が

ら
、
美び

人じ
ん

に
は
目め

も
く
れ
な
い
顔か

お

を
し
て
通と

お

り
す
ぎ
る
「
先せ

ん

生せ
い

」
な
ど
も
、「
い
つ
は
り
」
だ
と
論ろ

ん

断だ
ん

す
る
。

　
こ
の
「
漢か

ら

心ご
こ
ろ」
と
い
う
嘘う

そ

偽い
つ
わり
を
捨す

て
去さ

っ
て
、
人に

ん

間げ
ん

の
真ま

心ご
こ
ろそ
の
ま
ま
に
生い

き
る
こ
と
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
古こ

来ら
い

か
ら
大た

い

切せ
つ

に
し
て
き
た
「
や
ま
と
心ご

こ
ろ」
だ
と
、
宣の

り

長な
が

は
考か

ん
が
え
た
。

　
「
武ぶ

士し

と
し
て
、
主し

ゅ

君く
ん

の
た
め
な
ら
ば
喜よ

ろ
こ
ん
で
命い

の
ち
を
投な

げ
出だ

せ
」
な
ど
と
説と

く
声こ

え

を
宣の

り

長な
が

が
聞き

い
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
人に

ん

間げ
ん

の

真ま

心ご
こ
ろを
偽い

つ
わる
「
漢か

ら

心ご
こ
ろ」
だ
と
言い

う
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
宣の

り

長な
が

の
歌う

た

は
ど
う
解か

い

釈し
ゃ
くす
れ
ば
よ
い
の
か
。

文ぶ
ん

芸げ
い

評ひ
ょ
う

論ろ
ん

家か

の
小こ

林ば
や
し

秀ひ
で

雄お

は
こ
う
解か

い

説せ
つ

し
て
い
る
。

　
大や

和ま
と

ご
こ
ろ
っ
て
い
う
こ
と
ば
を
使つ

か
っ
て
い
る
け
ど
ね
、
あ
の

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲

けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

し
でも日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、
最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んで
いない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介
してください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

２
．
桜さ

く
ら

と
と
も
に

　
　

生い

き
て
き
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

歌う
た

は
そ
う
理り

屈く
つ
っ
ぽ
く
大や

和ま
と

ご
こ
ろ
を
説せ

つ

明め
い

し
て
い
る
ん
じ
ゃ

な
い
ん
だ
よ
。
も
っ
と
も
っ
と
す
な
お
な
歌う

た

な
ん
だ
よ
。

　
宣の

り

長な
が

は
、と
て
も
さ
く
ら
の
花は

な

が
す
き
だ
っ
た
。
遺ゆ

い

言ご
ん

状じ
ょ
うに
、

墓は
か

は
そ
ま
つ
な
墓は

か

に
し
ろ
、
う
し
ろ
に
山や

ま

ざ
く
ら
を
う
え
ろ
、

そ
れ
も
よ
く
ぎ
ん
み
し
て
い
ち
ば
ん
い
い
木き

を
う
え
て
、
か
れ

た
ら
と
り
か
え
ろ
、
と
書か

い
た
ぐ
ら
い
だ
か
ら
ね
。

　

だ
か
ら
あ
の
歌う

た

は
、
さ
く
ら
を
愛あ

い

す
る
あ
ま
り
、
さ
く
ら

の
美う

つ
く
し
さ
を
、
愛あ

い

情じ
ょ
うを
こ
め
て
ほ
め
た
、
す
な
お
な
歌う

た

だ
と

思お
も

え
ば
い
い
ん
だ
。
“
し
き
し
ま
の
や
ま
と
ご
こ
ろ
を
人ひ

と

と
わ

ば
”
っ
て
い
う
の
は
、
た
だ
“
わ
た
し
は
”
と
い
う
意い

味み

に

と
っ
て
、
こ
の
歌う

た

は
“
さ
く
ら
は
い
い
花は

な

だ
、
実じ

つ

に
い
い
花は

な

だ

と
思お

も

う
”
と
い
う
素す

直な
お

な
歌う

た

だ
と
と
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
。［
３
，　

ｐ
１
３
］

　
こ
の
歌う

た

が
時じ

代だ
い

を
超こ

え
て
愛あ

い

唱し
ょ
うさ
れ
て
き
た
の
は
、「
や
ま

と
心ご

こ
ろ」
を
説と

い
た
理り

屈く
つ

で
は
な
く
、「
朝あ

さ

日ひ

に
に
ほ
う
山や

ま

ざ
く

ら
ば
な
」
と
い
う
情

じ
ょ
う

景け
い

が
、
人ひ

と

々び
と

の
「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」
に
直

ち
ょ
く

接せ
つ

訴う
っ
たえ
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
と
す
る
な
ら
、
新に

渡と

戸べ

稲い
な

造ぞ
う

が
『
Ｂ
ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ｏ
』
で
、

宣の
り

長な
が

の
歌う

た

を
武ぶ

士し

道ど
う

に
結む

す

び
つ
け
る
た
は
、
勝か

っ

手て

な
牽け

ん

強き
ょ
う

付ふ

会か
い

な
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
長な

が

生い

き
し
た
い
」
と
い
う
よ
う
な
人に

ん

間げ
ん

の
素す

直な
お

な
「
や
ま

と
心ご

こ
ろ
」
か
ら
す
れ
ば
、
い
ざ
と
な
れ
ば
潔

い
さ
ぎ
よく
命い

の
ち
を
散ち

ら
す
武ぶ

士し

道ど
う

は
「
例れ

い

の
う
る
さ
き
い
つ
は
り
」
な
の
か
？

　

新に

渡と

戸べ

は
武ぶ

士し

道ど
う

の
最さ

い

初し
ょ

の
徳と

く

目も
く

と
し
て
「
義ぎ

」
を
上あ

げ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
困こ

ま

っ
て
い
る
人ひ

と

々び
と

を
見み

て
、
な
ん
と
か

救す
く

い
た
い
と
願ね

が

う
の
は
、
人に

ん

間げ
ん

の
自し

然ぜ
ん

な
情じ

ょ
う
だ
ろ
う
。

　

東
ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

で
仙せ

ん

台だ
い

市し

で
は
３
５
万ま

ん

世せ

帯た
い

の
都と

市し

ガ
ス

供き
ょ
う

給き
ゅ
うが
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
そ
の
復ふ

っ

旧き
ゅ
うの
た
め
に
、
全ぜ

ん

国こ
く

３
０
ほ
ど
の
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

か
ら
約や

く

３
千ぜ

ん

人に
ん

の
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

が
集あ

つ

ま
り
、
ガ

ス
管か

ん

の
損そ

ん

傷し
ょ
う

確か
く

認に
ん

と
一い

っ

軒け
ん

毎ご
と

の
開か

い

栓せ
ん

作さ

業ぎ
ょ
うに
当あ

た
っ
た
。

　
「
お
客き

ゃ
く
さ
ん
の
ガ
ス
を
止と

め
る
と
い
う
の
は
、
ガ
ス
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

と

し
て
断だ

ん

腸ち
ょ
うの
思お

も

い
。
同ど

う

業ぎ
ょ
うの
仲な

か

間ま

と
し
て
放ほ

う

っ
て
お
け
な
い
」

と
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

は
語か

た

る
。
ま
た
新に

い

潟が
た

柏か
し
わ

崎ざ
き

市し

か
ら
８
時じ

間か
ん

も
か
け

て
車く

る
まで
駆か

け
つ
け
た
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

は
「
中

ち
ゅ
う

越え
つ

沖お
き

（
地じ

震し
ん

）
の
際さ

い

に

は
仙せ

ん

台だ
い

市し

に
も
助た

す

け
て
も
ら
っ
た
。
や
っ
と
恩お

ん

返が
え

し
が
で
き
る
」

と
語か

た

る
。

　
こ
の
３
千ぜ

ん

人に
ん

の
人ひ

と

々び
と

は
、
人に

ん

間げ
ん

と
し
て
の
ご
く
自し

然ぜ
ん

な
「
や

ま
と
心ご

こ
ろ」
で
立た

ち
上あ

が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新に

渡と

戸べ

稲い
な

造ぞ
う

は
「
義ぎ

を
見み

て
せ
ざ
る
は
勇ゆ

う

な
き
な
り
」
と

説と

い
た
。「
勇ゆ

う

」
と
は
、「
義ぎ

」
を
な
す
た
め
の
勇ゆ

う

気き

で
あ
っ
て
、

被ひ

災さ
い

者し
ゃ

を
助た

す

け
た
い
と
い
う
「
義ぎ

」
か
ら
、
ガ
ス
漏も

れ
し
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
危き

険け
ん

な
地ち

に
あ
え
て
赴お

も
むい
た
の
が
「
勇ゆ

う

」
で

あ
る
。

　

逆ぎ
ゃ
くに
「
義ぎ

な
き
勇ゆ

う

」
は
、「
蛮ば

ん

勇ゆ
う

」「
匹ひ

っ

夫ぷ

の
勇ゆ

う

」
と
し
て

戒い
ま
しめ
ら
れ
た
。
当と

う

時じ

の
菅か

ん

直な
お

人と

首し
ゅ

相し
ょ
うは
用よ

う

も
な
い
の
に
危き

機き

の

最さ
い

中ち
ゅ
うの
第だ

い

一い
ち

原げ
ん

発ぱ
つ

を
訪お

と
ず
れ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
を
し
た

　

桜さ
く
ら

を
愛め

で
る
の
も
、「
義ぎ

の
た
め
の
勇ゆ

う

」
を
奮ふ

る

い
起お

こ
す
の
も
、

「
や
ま
と
心ご

こ
ろ
」
の
働は

た
ら

き
で
あ
る
。

５
．「
朝あ

さ

日ひ

に
に
ほ
う

         

山や
ま

ざ
く
ら
ば
な
」の
真し

ん

意い

が
、
こ
れ
は
「
匹ひ

っ

夫ぷ

の
勇ゆ

う

」
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
匹ひ

っ

夫ぷ

の
勇ゆ

う

」

で
死し

ぬ
こ
と
を
「
犬い

ぬ

死じ

に
」
と
い
う
。
武ぶ

士し

道ど
う

は
こ
う
い
う
所し

ょ

行ぎ
ょ
うを
厳げ

ん

に
戒い

ま
し
め
て
い
る
。

　

自み
ず
か
ら
の
人に

ん

気き

取と

り
の
た
め
に
、
吉よ

し

田だ

所し
ょ

長ち
ょ
う

以い

下か

の
懸け

ん

命め
い

の

作さ

業ぎ
ょ
うを
妨ぼ

う

害が
い

し
た
「
不ふ

義ぎ

」の
所し

ょ

行ぎ
ょ
うに
多お

お

く
の
国こ

く

民み
ん

が
怒お

こ
っ
た
。

こ
れ
が
「
義ぎ

憤ふ
ん

」
で
あ
る
。

　

全ぜ
ん

国こ
く

か
ら
被ひ

災さ
い

地ち

に
集あ

つ

ま
っ
た
約や

く

３
千ぜ

ん

人に
ん

の
ガ
ス
技ぎ

術じ
ゅ
つ

者し
ゃ

た
ち
は
、
危き

険け
ん

な
地ち

に
行い

く
恐お

そ

れ
も
当と

う

然ぜ
ん

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

万ま
ん

一い
ちの
場ば

合あ
い

に
は
ガ
ス
爆ば

く

発は
つ

で
命い

の
ちを
落お

と
す
か
も
知し

れ
な
い
。

　

そ
の
恐お

そ

れ
を
乗の

り
越こ

え
て
、「
お
客き

ゃ
く
さ
ん
の
ガ
ス
を
止と

め
る

と
い
う
の
は
、ガ
ス
業

ぎ
ょ
う

者し
ゃ

と
し
て
断だ

ん

腸ち
ょ
うの
思お

も

い
」と
し
て
赴お

も
むい
た
。

こ
れ
は
「
義ぎ

を
な
す
勇ゆ

う

」
で
あ
る
。「
武ぶ

士し

道ど
う

と
は
死し

ぬ
こ
と

と
見み

つ
け
た
り
」
と
は
、死し

を
恐お

そ

れ
ず
に
「
義ぎ

を
な
す
勇ゆ

う

」
が
、

良よ

く
生い

き
る
道み

ち

で
あ
る
こ
と
を
逆

ぎ
ゃ
く

説せ
つ

的て
き

に
説と

い
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
「
義ぎ

」
を
感か

ん

じ
と
り
、「
勇ゆ

う

」
を
発は

っ

憤ぷ
ん

さ

せ
る
の
も
、
人に

ん

間げ
ん

の
持も

つ
「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」
の
働は

た
ら
き
で
あ
る
。

「
朝あ

さ

日ひ

に
に
ほ
う
山や

ま

ざ
く
ら
ば
な
」
を
愛め

で
る
の
も
、
被ひ

災さ
い

者し
ゃ

た
ち
を
救す

く

い
た
い
と
願ね

が

う
の
も
、素す

直な
お

な
「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」

の
自し

然ぜ
ん

な
働は

た
ら
き
で
あ
る
。
こ
う
考か

ん
が
え
れ
ば
、新に

渡と

戸べ

稲い
な

造ぞ
う

が『
Ｂ

ｕ
ｓ
ｈ
ｉ
ｄ
ｏ
』
の
表

ひ
ょ
う

紙し

に
宣の

り

長な
が

の
歌う

た

を
飾か

ざ

っ
た
の
も
、
牽け

ん

強き
ょ
う

付ふ

会か
い

と
は
言い

え
ま
い
。

　

現げ
ん

代だ
い

日に

本ほ
ん

に
お
い
て
、
造ぞ

う

幣へ
い

局き
ょ
くの
通と

お

り
抜ぬ

け
を
埋う

め
尽つ

く

す
人ひ

と

々び
と

は
桜さ

く
らを
愛め

で
る
「
や
ま
と
ご
こ
ろ
」
の
持も

ち
主ぬ

し

で
あ
る
。

（３） ２０１７年第４８�２６号 	 ８月	２６日	（土曜日）

在あ
り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

が
「
世よ

の

中な
か

に
た
え
て
桜さ

く
らの
な
か
り
せ
ば
春は

る

の
こ
こ

ろ
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
」
と
詠う

た
っ
た
よ
う
に
、
開か

い

花か

は
い
つ
か
、

天て
ん

気き

は
ど
う
か
、
と
一い

っ

喜き

一い
ち

憂ゆ
う

す
る
。

　

散ち

り
初そ

め
に
は
、
紀き

の

友と
も

則の
り

が
「
久ひ

さ

か
た
の
ひ
か
り
の
ど
け
き

春は
る

の
日ひ

に
し
づ
心こ

こ
ろ
な
く
花は

な

の
ち
る
ら
む
」
と
詠う

た

っ
た
よ
う
に
、

花は
な

の
散ち

り
ゆ
く
様さ

ま

を
惜お

し
む
。
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
桜さ

く
ら
を
愛め

で
る
「
や

ま
と
心ご

こ
ろ」
は
千せ

ん

年ね
ん

前ま
え

と
変か

わ
っ
て
い
な
い
。

　
の
ど
か
な
春は

る

の
日ひ

に
は
桜さ

く
ら
を
愛め

で
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

が
、
一い

っ

朝ち
ょ
う

事こ
と

あ
れ
ば
「
義ぎ

の
た
め
の
勇ゆ

う

」
を
奮ふ

る

い
起お

こ
し
て
立た

ち
上あ

が
る
の

も
、
そ
の
「
や
ま
と
心ご

こ
ろ
」
の
ゆ
え
で
あ
る
。「
漢か

ら

心ご
こ
ろ」
で
は
、

桜さ
く
らを
愛め

で
る
事こ

と

も
知し

ら
ず
、「
不ふ

義ぎ

」
も
平へ

い

気き

で
見み

逃の
が

す
国く

に

に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

国こ
っ

花か

の
桜さ

く
らは
文ぶ

ん

武ぶ

両り
ょ
う

面め
ん

で
、
見み

事ご
と

に
我わ

が
国く

に

の
国く

に

柄が
ら

を
象

し
ょ
う

徴ち
ょ
うし
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
．「
例れ

い

の
う
る
さ
き
い
つ
は
り
」

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■

１
．
岬

み
さ
き

龍り
ゅ
う

一い
ち

郎ろ
う

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
品ひ

ん

格か
く

：　

新に

渡と

戸べ

稲い
な

造ぞ
う

の

「
武ぶ

士し

道ど
う

」
に
学ま

な

ぶ
』、
Ｈ

１
８

２
．
牧ま

き

野の

和か
ず

春は
る

、『
櫻さ

く
らの
精せ

い

神し
ん

史し

』、
牧ま

き

野の

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｓ

５
３

３
．
高た

か

見み

沢ざ
わ

潤じ
ゅ
ん

子こ

『
兄あ

に

小こ

林ば
や
し

秀ひ
で

雄お

と
の
対た

い

話わ

』、
講こ

う

談だ
ん

社し
ゃ

現げ
ん

代だ
い

新し
ん

書し
ょ

、
Ｓ
４
５

６
．「
や
ま
と
心ご

こ
ろ

」
と
武ぶ

士し

道ど
う

７
．「
義ぎ

を
な
す
勇ゆ

う

」
と

        「
や
ま
と
心ご

こ
ろ

」

８
．
国こ

っ

花か

・
桜さ

く
ら
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Minha terra tem palmeiras,
Onde canta o Sabiá;
As aves, que aqui gorjeiam,
Não gorjeiam como lá.

Nosso céu tem mais estrelas,
Nossas várzeas têm mais flores,
Nossos bosques têm mais vida,
Nossa vida mais amores.

Em cismar, sozinho, à noite,
Mais prazer encontro eu lá;
Minha terra tem palmeiras,
Onde canta o Sabiá.

Canção do Exílio (Por Antonio Gonçalves Dias)

Minha terra tem primores,
Que tais não encontro eu cá;
Em cismar - sozinho, à noite -
Mais prazer encontro eu lá;

Minha terra tem palmeiras,
Onde canta o Sabiá.

Não permita Deus que eu morra,
Sem que eu volte para lá;
Sem que desfrute os primores
Que não encontro por cá;
Sem qu'inda aviste as palmeiras,
Onde canta o Sabiá.
( De primeira cantos em 1847 )
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Preparativos para a Olimpíada 
de 2020 em Tóquio
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Comentário (24/08/2017)

Em 24 de julho, fal-
tavam exatos três anos 
para a abertura dos Jogos 
Olímpicos de 2020, em 
Tóquio. Neste Comentá-
rio, já veiculado em 26 de 
julho, Hiroshi Yamamoto, 
professor da Faculdade 
de Estudos Esportivos e 
da Saúde da Universidade 
Hosei, fala sobre prepara-
tivos para a Olimpíada e 
Paraolimpíada, e os desa-
fios a enfrentar.
“Diversos problemas sur-
giram em 2016 e no ano 
retrasado. Por exemplo, 
o projeto do novo Está-
dio Nacional teve de ser 
refeito e dúvidas foram 
lançadas sobre os logo-
tipos escolhidos para os 
jogos. Estes problemas 
atrasaram o início dos 
preparativos em relação 
ao cronograma original 
determinado pelo Comi-
tê Organizador da Olim-
píada. Recentemente, foi 

muito debatido se gover-
nos de províncias ou mu-
nicípios que concordaram 
em sediar algumas provas 
no lugar de Tóquio deve-
rão arcar com parte dos 
custos. Agora que a mon-
tanha de problemas está 
resolvida até certo ponto, 
os preparativos finalmen-
te avançam a todo vapor.
Uma questão que ainda 
permanece é a seleção do 
mascote ou mascotes ofi-
ciais dos Jogos de Tóquio. 
Esta é a primeira vez que 
o Japão vai escolher mas-
cotes para os Jogos de 
Verão. Um concurso de 
desenhos foi promovido 
recentemente. Houve um 
grande número de inscri-
tos, o que aumentou a ex-
pectativa do público em 
relação aos jogos Olímpi-
cos e Paraolímpicos.
Existem disparidades en-
tre as diferentes entidades 
esportivas quanto ao pro-

gresso dos preparativos. 
Algumas associações já 
vinham fomentando jo-
vens talentos muito antes 
de Tóquio ser escolhida 
para sede dos jogos. Ou-
tras só começaram a trei-
nar intensamente jovens 
atletas depois da escolha 
da capital japonesa.
Neste sentido, o tênis de 
mesa é um esporte interes-
sante a analisar. Em março 
foi criada a T-League, uma 
nova organização que en-
globa a Ásia. Segundo 
as regras desta liga, uma 
partida dura 24 minutos e 
será declarado vencedor 
quem tiver a maior pontu-
ação no final. Trata-se de 
uma enorme diferença em 
relação aos regulamentos 
atuais — até agora, atri-
bui-se vitória ao jogador 
que tenha ganhado um 
certo número de sets. As 
novas regras são uma ten-
tativa de tornar o esporte 

mais fácil de acompanhar 
e assim aumentar o núme-
ro de fãs. Esta aposta do 
tênis de mesa é um exem-
plo de uma entidade es-
portiva que olha além dos 
Jogos de 2020 e vê a com-
petição como boa oportu-
nidade para promover o 
esporte.
Um dos pontos fortes dos 
atletas japoneses são as 
suas habilidades e técni-
cas avançadas, que os ca-
pacitam a ter performan-
ces ágeis e precisas. Esta 
vantagem vem sendo cul-
tivada por meio de com-
petições externas aos es-
portes, em vários eventos 
aprovados recentemente, 
como escalada esporti-
va e surfe. Atletas japo-
neses praticantes destes 
esportes visam competir 
internacionalmente apro-
veitando-se deste ponto 
forte. O Japão pode ter 
grandes expectativas em 
relação a estes eventos.”

Rússia aprova zona 
econômica especial 
em ilhas disputadas 
com o Japão

Disputa territorial (23/08/2017)

O premiê russo Dmitry 
Medvedev assinou um 
documento designando 
como zona econômica 
especial as quatro ilhas 
controladas pela Rússia e 
reivindicadas pelo Japão.
O anúncio foi feito na 
quarta-feira pelo primeiro-
ministro durante reunião 
na Província da Sacalina, 
no extremo leste do país. 
Medvedev disse que, 
com base no modelo da 
zona econômica especial, 
a Rússia vai promover a 
pesca e obras de infraes-
trutura.
O Ministério do Desen-
volvimento do Extremo 
Oriente da Rússia revelou 
um plano para construir 
uma unidade de proces-
samento de frutos do mar 
em uma das ilhas. O cus-

to será de cerca de 120 
milhões de dólares e vai 
criar mais de 700 em-
pregos.
De acordo com a defi-
nição dada por Moscou, 
as zonas econômicas 
especiais oferecem be-
nefícios para empresas, 
incluindo isenções fis-
cais. Tais condições são 
incompatíveis com as 
atividades econômicas 
conjuntas planejadas 
para as ilhas que vi-
nham sendo discutidas 
por Japão e Rússia.
O governo japonês de-
fende que as quatro 
ilhas são parte inerente 
de seu território e foram 
ocupadas ilegalmen-
te depois da Segunda 
Guerra Mundial.

Japão e China vão celebrar 
45 anos de relações 
diplomáticas em setembro

Diplomacia (24/08/2017)

Japoneses e chineses vão 
celebrar os 45 anos de re-
lações diplomáticas entre 
seus países no próximo 
mês, em Pequim.
Segundo fontes de ambos 
os lados, uma cerimônia 
será realizada no Grande 
Salão do Povo, na capital 
chinesa, no dia 8 de setem-
bro, em comemoração ao 
45º aniversário de norma-
lização dos laços.
A cerimônia será promo-
vida pela Associação de 
Amizade China-Japão e 
contará com a presença 
de representantes de sete 
entidades japonesas que 
trabalham para promover 
a amizade bilateral. Ela 
faz parte de uma série de 
eventos para marcar o ano 
comemorativo.
Há dez anos, o Japão en-

viou uma delegação de 
600 membros para uma 
cerimônia, em Pequim, 
em comemoração ao 35º 
aniversário. O ex-pri-
meiro-ministro japonês 
Yoshiro Mori e o então 
premiê chinês Wen Jiabao 
participaram do evento.
No entanto, uma recep-
ção planejada cinco anos 
atrás foi cancelada após 
o governo japonês ter 
adquirido parte das Ilhas 
Senkaku de um cidadão 
japonês que era proprietá-
rio delas.
O Japão controla as ilhas 
localizadas no Mar da 
China Oriental. O gover-
no japonês sustenta que 
elas são parte inerente do 
território do país. China e 
Taiwan as reivindicam.

EUA impõem sanções contra 
empresas e indivíduos da 
China e da Rússia

Coreia do Norte (23/08/2017)

O governo america-
no impôs sanções contra 
empresas e indivíduos 
da China e da Rússia. O 
objetivo é interromper o 
financiamento do progra-
ma nuclear e de mísseis da 
Coreia do Norte.
Na terça-feira, o Depar-
tamento do Tesouro dos 
Estados Unidos anunciou 
a lista de dez entidades e 
seis indivíduos alvos da 
medida.
A lista inclui três empre-
sas chinesas que fizeram 
importações de carvão 
da Coreia do Norte entre 
2013 e 2016. O valor apro-
ximado das transações foi 
de 500 milhões de dólares.
Consta ainda uma sub-
sidiária de uma empresa 
chinesa na Namíbia que 

negocia com firmas norte-
coreanas.
Também é alvo do embar-
go uma empresa russa en-
volvida com uma entidade 
norte-coreana relacionada 
ao programa nuclear e de 
mísseis de Pyongyang.
Entre os seis indivíduos 
da lista estão três russos 
implicados com o forne-
cimento de petróleo para 
a Coreia do Norte. As 
sanções preveem o con-
gelamento do patrimônio 
dos dezesseis nomes da 
lista nos Estados Unidos. 
Além disso, as entidades e 
os indivíduos serão proibi-
dos de realizar transações 
financeiras com pessoas 
físicas ou jurídicas ameri-
canas.
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